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サ
ロ
ン
は
、
地
域
の
人
が
他
の
人
と
出
会
う
場
と
な
り
、
回
を
重
ね
る
に

つ
れ
て
顔
見
知
り
の
関
係
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
つ
な
が
り
が

深
ま
れ
ば
、
互
い
の
こ
と
を
気
遣
う
よ
う
に
な
り
、
助
け
合
い
や
支
え
合

う
気
持
ち
も
芽
生
え
て
き
ま
す
。

こ
の
サ
ロ
ン
は
、
身
近
で
福
祉
活
動
に
参
加
で
き
る
場
と
も
な
り
、
今
、

注
目
さ
れ
て
い
る
「
地
域
で
の
助
け
合
い
」
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
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失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
村
の
活
力

や
連
帯
の
心
、
培
わ
れ
て
き
た
技
術
、

豊
か
な
自
然
を
取
り
戻
そ
う
と
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の
お
宝
探
し
な
ど

を
積
み
重
ね
る
う
ち
に
、
ま
た
地
区
外

の
人
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、
私
た
ち

の
知
ら
な
か
っ
た
埋
も
れ
た
資
源
が
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
、
ま
ず
特
徴
の
あ
る
地
域

資
源
や
技
を
も
つ
人
、
１
年
の
行
事
な

ど
を
10
集
落
毎
に
調
べ
ま
し
た
。

翌
年
は
点
検
結
果
を
さ
ら
に
掘
り
下

げ
る
た
め
、
上
区
の
５
集
落
の
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、

地
区
外
の

人
と
の
交

流
会
で
、

佐
々
並
の

こ
と
を
多

く
の
人
に

知
っ
て
い

た
だ
き
ま

し
た
。

２
年
間
の
活
動
を
整
理
し
、
絵
地
図

に
ま
と
め
ま
し
た
。
絵
地
図
は
地
域
の

皆
さ
ん
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
道
の

駅
、
公
民
館
、
小
学
校
等
に
掲
示
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

３
年
目
は
、
地
区
内
の
困
り
ご
と
な

ど
の
問
題
点
と
そ
の
解
決
方
法
に
つ
い

て
、
集
落
の
方
々
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
通
じ
て
意
見
集
約
を
し
ま
し
た
。

今
、
思
う
こ
と

①
地
区
の
あ
る
も
の（
お
宝
）探
し

②
地
区
の
地
域
資
源
マ
ッ
プ
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こ
れ
ま
で
の
各
集
落
毎
の
取
組
み
を

積
み
上
げ
、
佐
々
並
の
将
来
像
、
こ
ん

な
地
域
に
し
た
い
と
い
う
夢
を
絵
地
図

に
し
、
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
夢
プ

ラ
ン
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
下
区
の
５
集
落
の
あ
る
も

の
探
し
と
絵
地
図
づ
く
り
を
行
い
ま
し

た
。そ

し
て
今
、
具
体
的
な
取
組
み
を
起

こ
す
た
め
、
月
１
回
の
話
合
い
が
始
ま

り
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
想
い
を
凝
縮

し
た
夢
プ
ラ
ン
の
示
す
方
向
に
向
か
っ

て
、
皆
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

③
夢
マ
ッ
プ
・
夢
プ
ラ
ン

④
想
い
を「
行
動
」「
カ
タ
チ
」に

皆
さ
ん
の
身
近
な
地
域
で
は
、
あ
い
さ
つ
や
声
か
け
な
ど
の
見
守
り
活
動
や
サ
ロ
ン
活
動
、
地
域
で
の
福

祉
学
習
会
な
ど
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
行
う
上
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

進
む
べ
き
方
向
性
を
考
え
、
地
域
の
「
将
来
像
」
を
作
る
取
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

佐々並　深瀬・成川集落マップ

　
　

  　
佐
々
並

　
佐
々
並
をを

　
こ
ん
な
地
域

　
こ
ん
な
地
域
にに
し
た
い

し
た
い

　
　

  　
佐
々
並

　
佐
々
並
をを

　
こ
ん
な
地
域

　
こ
ん
な
地
域
にに
し
た
い

し
た
い

　
　

  　
佐
々
並
を

　
こ
ん
な
地
域
に
し
た
い

夢
マ
ッ
プ

夢
プ
ラ
ン
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日
本
人
の
３
大
死
因
「
悪
性
新
生
物

（
ガ
ン
）」「
心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）」

「
脳
血
管
疾
患
」
は
、
２
０
１
０
年
の
死

亡
者
の
半
数
以
上
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

「
脳
血
管
疾
患
」は
60
年
代
以
降
減
少
し
、

逆
に
第
４
位
の

「
肺
炎
」
が
増

加
し
、
２
０
１

１
年
人
口
動
態

統
計
で
第
３
位

に
な
り
、
そ
の

多
く
が
高
齢
者

で
す
。

飲
み
込
む
力

が
弱
く
な
っ
た

り
、
反
射
が
低
下
す
る
と
、
食
物
が
誤

っ
て
気
管
支
、
肺
に
入
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
誤
嚥
に
よ
り
口
の
中
の
細
菌

が
肺
に
入
り
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
起
こ
し

て
し
ま
い
ま
す
。

●
口
腔
の
健
康

歯
磨
き
や
う
が
い
、
義
歯
、
舌
の
清

掃
な
ど
口
の
中
を
き
れ
い
に
し
ま
す
。

●
食
べ
る
機
能

首
や
舌
、
口
の
周
り
の
体
操
を
し
て

鍛
え
ま
す
。
独
自
に
考
案
し
た
「
歯
あ

わ
せ
健
口
体
操
」「
は
ぎ
弁
遅
口
言
葉
」

が
あ
り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

●
食
べ
る
環
境

食
物
の
大
き
さ
や
固
さ
を
食
べ
や
す

い
よ
う
に
調
整
し
た
り
、
食
べ
る
雰
囲

気
な
ど
を
整
え
ま
す
。

地
域
の
サ
ロ
ン
活
動
で
「
口
腔
ケ
ア
」

を
話
題
に
し
、
健
口
体
操
や
口
の
周
り

の
筋
肉
を
鍛
え
る
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。
皆
で
行
え
ば
楽
し
く
、
長
続

き
し
、
地
域
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
究
極
の
お
か
ゆ
」
の
作
り
方

も
勉
強
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
水

か
ら
コ
ト
コ
ト
」
炊
く
の
で
は
な
く
、

沸
騰
し
た
お
湯
で
混
ぜ
な
が
ら
炊
く
こ

と
で
、
冷
め
て
も
糊
状
に
な
ら
ず
誤
嚥

の
恐
れ
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
を
受
け
る

よ
う
に
、
専
門
的
な
検
診
や
定
期
的
な

ケ
ア
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
ス
ム

ー
ズ
で
適
切
な
治
療
と
な
り
、
い
つ
ま

で
も
自
分
の
口
か
ら
食
べ
ら
れ
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

萩
市
で
は
、
介
護
予
防
が
重
要
視
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
平
成
18
年
度
か
ら
行
政
、
歯
科
医
師
会
、

社
協
が
連
携
し
て
「
口
腔
ケ
ア
」
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
口
腔
ケ
ア
へ
の
高
い
関
心
と
「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」
を
も
ち
、
専
門
的
治
療
・

清
掃
・
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
受
け
る
と
と
も
に
、
日
常
的
な
自
己
ケ
ア
を
行
う
こ
と
が
目
標
で
す
。

50
年
ぶ
り
に「
３
大
死
因
」が

変
わ
る
か
も
!?

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防

サ
ロ
ン
で
の
取
組
み

か
か
り
つ
け
歯
科
医
院

い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も 

お
い
し
く
食
べ
る

お
い
し
く
食
べ
る

口
腔
ケ
ア

口
腔
ケ
ア
のの
取
組
み

取
組
み

い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も 

お
い
し
く
食
べ
る

お
い
し
く
食
べ
る

口
腔
ケ
ア

口
腔
ケ
ア
のの
取
組
み

取
組
み

い
つ
ま
で
も 

お
い
し
く
食
べ
る

口
腔
ケ
ア
の
取
組
み



万万川川
田田万川
田

再
会
を
楽
し
み
に

々々並並
佐佐
並々

佐

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

紫紫
福福
紫
福

心
も
温
か
く

山山
田田
山
田

近
く
だ
か
ら
、
楽
し
い
か
ら

江
崎
と
小
川
の
両
地
区
で
、
70
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
々
を
対
象
と
し

た
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
を
開
催
し
ま
し

た
。江

崎
地
区
で
は
、
江
崎
婦
人
会
の
皆

さ
ん
が
昼
食
を
作
ら
れ
、
大
変
美
味
し

い
と
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
江
崎
大
正

琴
同
好
会
さ
ん
に
よ
る
演
奏
や
全
員
で

の
軽
い
体
操
で
楽
し
い
ひ
と
時
に
な
り

ま
し
た
。

最
後
は
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
総
踊

り
で
、
一
年
の
し
め
く
く
り
と
来
年
の

再
会
を
誓
い
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
元
気
な
顔
が
見
れ
る
大

切
な
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
た
め
に
何
か
し
た
い
。
少
人
数
に

な
っ
た
け
れ
ど
、
自
分
た
ち
に
も
で
き
る
こ

と
が
あ
る
と
の
想
い
か
ら
、
中
学
生
が
自
主

的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
し
ま
し
た
。
年

末
恒
例
と
な
っ
て
い
る
佐
々
並
中
学
校
生
徒

会
の
行
事
で
す
。

ま
ず
「
何
か
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
公
共

施
設
に
電
話
を
か
け
、「
ど
こ
を
、
ど
の
よ

う
に･･･

」
と
話
し
合
い
、

計
画
を
進
め
ま
す
。

先
生
も
陰
な
が
ら
後
押

し
し
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

地
域
へ
温
か
い
心
の
贈
り

物
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
藍

愛
ク
ラ
ブ
の
８
名
は
、
７
年
前
か
ら

指
導
者
を
招
い
て
、
ニ
ッ
ト
作
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
、
地
元

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
よ
う
と
、
約
30
個
も
の
帽
子

と
マ
フ
ラ
ー
を
作
製
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
３
日
、
健
康
・
福
祉
ま
つ
り

の
作
品
展
で
お
披
露
目
し
た
後
、
施

設
に
届
け
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
に
集
ま

っ
て
お
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
帽
子
を
か

ぶ
せ
て
あ
げ
る
と
、
満
面
の
笑
み
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
笑
顔
が
皆

さ
ん
の
心
を
温
か
く
幸
せ
な
気
持
ち

に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
が
始
ま
っ
て
１
年
余
り
。
遠

く
ま
で
歩
く
の
が
大
変
な
た
め
、
４
集

落
か
ら
な
る
山
田
町
内
会
の
サ
ロ
ン
会

場
は
、
毎
回
異
な
り
ま
す
。

１
月
18
日
、
参
加
者
が
地
区
内
に
あ

る
天
神
様
に
集
ま
り
、
歯
科
医
師
、
歯

科
衛
生
士
さ
ん
か
ら
口
腔
ケ
ア
に
つ
い

て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
み

込
む
機
能
を
鍛
え
る
体
操
や
楽
し
い
ゲ

ー
ム
を
習
い
、
次
回
か
ら
も
取
り
組
ん

で
い
け
そ
う
で
し
た
。

そ
の
後
、
お
世
話
人
さ
ん
手
作
り
の

昼
食
を
囲
み
、
テ
レ
ビ
番
組
や
大
根
の

漬
け
方
な
ど
で
、
話
の
絶
え
な
い
楽
し

い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

1219

126

118

123
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私は、農業一筋で生計を立
て、今も現役です。最近は、
これまでの経験と知識を後継
者に伝えたいと思い、農業法
人にも従事しています。

「私には、農業がある。年
寄りのなかに入っても…」と思っていましたが、友
人に誘われて２年前に老人クラブに入会しました。
入ってみると、多くの仲間と集いも増えました。妻
を亡くしてから一人で生活する私にとり、先輩方と
の交流や後輩達との支え合いは、大きな活力となっ
ています。「もっと早くに入れば良かった」と痛感
しています。

私は、快い会話を大事に思っています。これから
も、幅広い世代の人と快話

� �
し、農業も楽しみも、元

気に生涯現役でいきたいと思います。

心も体も元気
山本　正さん

昔から、編み物や小物を作
ることが楽しく、時間を忘れ
て夜中まで夢中になってしま
うことがあります。

また、自分の健康は自分で
守ろうと、毎朝１時間程のス
トレッチ体操を続けています。「工野さん、いつも
変わらず元気やね」と、声をかけていただくと本当
にうれしいです。

こうして、いろいろな方とお話をするのが好きで、
地域のサロンにも楽しく参加しています。最近では、
若いお世話人さんとしめ飾りを作ったり、漬物の作
り方を教えたりもしています。

これからも、私にできることがあれば、喜んでお
手伝いしたいと思っています。

趣味を生かして、いきいき
（川上・笹尾／80歳）
工野　照子さん

私の楽しみは、老人クラブ
の皆でワイワイガヤガヤと話
して、笑って、食べて過ごす
ことです。というのも、不用
品衣類で褥布蒲（小さい座布
団）を作ったり、新聞紙でゴ
ミ入れを折ったりして福祉施設に届けるのです。も
う、３年位になります。話が広まるのでしょうか、
座布団の「しん」（毛布、タオルケット等）を持っ
て来てくださる方もあり、材料には困りません。

他にも、夏に「じゅず玉」を河原に取りに行き、
冬、こたつに入ってお手玉を毎年50個位作ります。
それが社協や公民館、保健センターなどにあると、
子どもがいるような気がします。

ミニ盆栽やコケ玉作り、花作り、手をかければか
ける程に応えてくれる楽しみがあり、毎日水をやり、
話をしています。下手でも、好きなことをするのが
一番です。

好きなことが一番！
（須佐・浦中／89歳）

秋山　ツルヨさん

元気にいきいきと暮らしています。

いつまでも元気に暮らした
い。そんな願いから、老人ク
ラブや地域の行事には積極的
に参加するように心がけてい
ます。

人と話すことが好きで、時
には数キロ離れた一人暮らしの友達を訪ね、お茶を
飲みながら楽しいひと時を過ごします。家に閉じこ
もらず、仲間の皆さんと一緒に過ごせば気が晴れ、
元気をもらいます。

こうして今まで元気に活動できてきたのも、温か
く見守ってくれる仲間のおかげです。

「もう歳だから･･･」ではなく、これからも自分
のできることを楽しみながら、いつも笑顔で過ごし
ていきたいと思います。

いつも笑顔で
（福栄・文捨／87歳）
阿武　延子さん

（むつみ・野田／79歳）

健康で長寿のためには、趣味や仲間
の存在は大きいようです。元気で笑
顔のステキな皆さんです。
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氏　　名 住　　所 備　考 金　額 氏　　名 住　　所 備　考 金　額

日比　優子 堀内１区の１ 母／信子 金一封
小田由美子 上五間町 母／ユキコ 金一封
原内　修 大井市場 妻／信子 金一封
椎葉　綾子 玉江１区の１ 母／瀧口シズ 金一封
阿川ツルヨ 霧口 夫／貞雄 金一封
内田マリ子 雑式町 夫／正之 金一封
匿名 50,000円
長富　隆廣 浜崎新町の１区 母／ヒサ子 金一封
金子　紀子 京都市伏見区 義母／ミサヲ 金一封
伊藤　綾子 恵美須町の２ 夫／勇 金一封
土田　美子 三見市 夫／隆男 100,000円
神﨑　亙 土原１区の３ 父／正和 金一封
中村　雅和 三見浦３ 父／肇 金一封
中村　博己 雑式町 父／誠一 金一封
佐々木高嗣 濁淵 父／正満 金一封
吉津　博紀 三見駅通 母／キミヱ 金一封
山根　等 三見河内 父／輝隆 金一封
上田　貞男 玉江２区の１ 母／トモヨ 金一封
𠮷本マツ子 上野の２ 夫／一義 金一封
河村　富雄 川島２区の２ 弟／榮治 金一封
岡﨑　健一 上野の１ 父／照夫 金一封
正野　美子 河添の１ 夫／良輔 金一封
永田　徹 大井七重 母／枚子 金一封
尾方　克己 三見明石 母／正子 金一封
𠮷田　炳悦 川島２区の２ 母／奉珠 金一封
山谷　義裕 見島５区 母／花枝 金一封
山根　政博 玉江浦１区の３ 母／婦志 金一封
岡崎トシエ 大屋の２ 夫／彰 金一封
井町　甲揮 無田ケ原の３ 母／ミツヨ 金一封
谷　政雄 大屋の２ 母／ウメ子 金一封
野村　哲 土原１区の２ 父／隆 金一封
齊藤　節子 大屋の２ 夫／秀雄 金一封
柳井富士夫 岡山県倉敷市 父／正 金一封
波多野龍一 中津江の１ 長男／柊 金一封
田中　眞幸 船津の１ 妻／重子 金一封
藤田　晴 大井門前 妹／トモ子 金一封
田中　和 大島猪之坂 母／キヌコ 金一封

田中　朝子 笠屋 父／久保田一朝 金一封
山本　忠虎 無田ヶ原の１ 母／菊子 金一封
岡村　節子 川島３区の２ 夫／豊 100,000円
中村　和昭 三見浦１ 母／タマヨ 金一封
土田　和枝 中小畑の２ 夫／佳英 金一封
中家　智也 青海 父／保美 金一封
林　勝美 上野の１ 父／長藏 金一封

横山　俊樹 共栄 父／和司 金一封
柴田　眞治 遠谷 父／正夫 金一封
平野　雅彦 立野 父／演清 金一封
溝部　晟泰 横坂 母／冨代 金一封

柳井　武夫 弁天 母／春子 金一封
松本　靜枝 弁天 夫／義春 金一封
安達　定枝 小川17区 夫／末治 金一封
吉岡　郁子 小川８区 夫／弘 金一封
有田　一教 小川10区 母／ユキノ 金一封
吉崎　泰子 下郷 夫／修三 金一封
中尾　敏子 要二 夫／榮治郎 金一封
児玉　勝憲 小川４区 母／忠子 金一封
岡村　光寿 大久保 母／冨子 金一封

伊藤都志美 麻生 母／キヌ子 金一封
伊藤　養子 羽月 母／中野富美子 金一封
大田　博美 鍛冶屋 母／美代子 金一封
藤川　嘉治 山口市朝田 父／博志 金一封
上村　榮 横坂 父／章 50,000円

柴田　留男 山根丁西 義母／アイコ 金一封
浅村　守 本町下 母／ハル 金一封
福田　勇 兵庫県伊丹市 弟／光義・恒夫 金一封
一木　清久 浦東 父／好市 金一封
西村　文雄 山根丁東 父／義雄 金一封
豊田　佐一 入江 母／トメヨ 金一封
日髙 徹 兵庫県尼崎市 父／岩男 30,000円
有地　博夫 山根丁東 父／信人 金一封
山本　隆志 入江 父／清治 金一封

萩

田　万　川

む　つ　み

須　　　佐

川　　　上

寄付者の承認を得たもののみを掲載しています。
※平成24年11月１日〜12月31日受付分（敬称略）
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ガールスカウト山口県第18団 10,000円
波多野善蔵 堀内２区の４ 金一封
匿名 3,000円

岡村　正治 川上山田 交通遺児 金一封
金子　和夫 杣木谷 見舞返し 金一封

中村　信男 小川16区 金一封

匿名 200,000円
道の駅うり坊の郷katamata 2,000円

ふれあい・いきいきサロン榎屋矢柄会 金一封

紙オムツ、ベッド介助用手すり 沖野　美千代 上野の２

人とつながりたい、でも強い束縛はイヤ。安心と安全
は必要、しかし自由も欲しい。これから新たに育む人と
のつながりには、そんな緩やかさがあってもいいかもし
れません。（た）

編　集　室

氏　　名 住　　所 備　考 金　額 氏　　名 住　　所 備　考 金　額
田　万　川

む　つ　み

萩

川　　　上
福　　　栄

萩

「芸能の夕」出演者募集
障がい者と健常者との共生社会を目指して活動する

萩市手をつなぐ育成会連合会では、７月７日㈰に萩市
民館大ホールで開催される第51回「芸能の夕」の出演
者を募集しています。
●対　　象 市内や近隣で活動している団体等による

歌、踊り、演奏など
●出演時間 １団体10分以内
●申 込 み ２月28日㈭までに萩市社会福祉協議会に

ある申込用紙に必要事項を記入し、提出
してください。

●問 合 せ 萩市社会福祉協議会本所

むつみ事務所が移転しました
２月から、萩市社会福祉協議会むつみ事務所が、む

つみ地域世代間交流拠点施設（むつみ小学校向かい）
内に移転しました。
●移 転 先 萩市大字吉部上3201-8

TEL 08388-6-0237 FAX 08388-6-0772

書き損じ葉書をおゆずりください
葉書によって毎月１回、一人暮らしの高齢者の見守

り活動を行っています。
文面は中学生や母親クラブの皆さんが書かれ、郵便

局員さんが手渡しで届け、高齢者に何か異変があれば
社協や民生委員に連絡があります。

書き損じや未使用の葉書、年賀状をご提供ください。
●問 合 せ 萩市社会福祉協議会本所・各事務所

見守り・支え合い活動研修会
その人らしい暮らしを実現させるために今、改めて

「地域での助け合い」が注目されています。
私たちの社会で何が起きているのか、どのように解

決しているのかを知り、将来安心して暮らせる地域に
するための活動について学びましょう。
●日　　時 ２月５日㈫10:00～12:00
●場　　所 サンライフ萩
●講　　演 安心としあわせのある「見守りと支えあ

い活動」を考える
～地域と人をつなぐ活動３つの視点～
丸山法子さん（リエゾン地域福祉研究所
代表理事、元広島県社会福祉協議会地域
福祉課長）

●問 合 せ 萩市社会福祉協議会本所

2013.2.1 vol.487

氏　　名物　品　名 住　所
子ども用車いす１台 山口トヨペット株式会社 山口市維新公園
みかん一箱 徳永　文夫 玉江１区の１

氏　　名物　品　名 住　所

善意銀行は、地域福祉活動推進の貴重な財源となっています。どうかご協力ください。

（香典返し・一般寄付合計　96件4,044,882円）

齊藤　彬之 上市 父／民助 金一封
岡藤　辰夫 長小野 父／福恵 金一封
藤井　忠 上市 母／スミエ 金一封
中村　俊次 黒ヶ谷 母／チヱ子 金一封

小林恵津子 永田沖 父／三郎 金一封
田邊　重光 京場 母／歳子 金一封
小瀧美保子 堀越 夫／孝男 金一封

福　　　栄旭
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母
親
ク
ラ
ブ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

な
育
成
を
願
っ
て
、
自
分
た
ち
の
力
で
地

域
社
会
に
根
ざ
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
実
践
し
て
い
く
組
織
で
す
。
全
国
各
地

に
あ
り
、
山
口
県
で
は
昭
和
51
年
11
月
に

県
母
親
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
が
発
会
、
萩

市
母
親
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
も
同
じ
く
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
で
37
年
目
を
迎
え
ま
す
。

ま
ち
の
子
は
み
ん
な
わ
が
子

萩
市
で
は
現
在
、
堀
内
、
越
ヶ
浜
、
三

見
、
小
川
、
江
崎
、
や
ま
び
こ
（
弥
富
）、

紫
福
、
明
木
の
８
単
位
ク
ラ
ブ
３
２
０
名

余
り
の
会
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
の
子
は
み
ん
な
わ
が
子
」
を
合

言
葉
に
、
萩
わ
ん
ぱ
く
広
場
で
の
ヨ
ー
ヨ

ー
つ
り
や
萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
の
遊
休

品
バ
ザ
ー
、
盆
踊
り
大
会
の
お
手
伝
い
、

公
園
の
安
全
点
検
、
研
修
会
へ
の
参
加
や

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
々
の
単
位
ク
ラ
ブ
で
は
、
も
ち
つ

き
大
会
、
ス
キ
ー
教
室
、
海
開
き
に
伴
う

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
子
ど
も
舞
台

芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
々
、
他
の
団
体

と
協
力
し
な
が
ら
地
域
の
恒
例
行
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。

地
域
活
動

子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
三
世
代
同
居
世
帯
の
減
少
、
共
働

き
の
増
加
、
子
ど
も
の
数
の
減
少
、
地
域

の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、
治
安
の
悪
化
な

ど
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭

は
、
家
庭
や
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

に
支
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域

と
個
人
が
互
い
に
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
関

係
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た

地
域
活
動
を
進
め
る
こ
と
で
、
子
ど
も
も

親
も
、
そ
し
て
地
域
も
成
長
し
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
母
親
ク
ラ
ブ
活
動
も
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
積
極
的
に
地
域
の
様
々
な
団

体
や
個
人
の
皆
さ
ん
と
の
関
わ
り
を
深

め
、
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
応
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

萩
市
母
親
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
会
長

松
尾
郁
子

一
緒
一
緒
にに
子
ど
も

子
ど
も
のの
笑
顔
笑
顔
のの
花花
をを
咲咲
か
せ
ま
し
ょ
う

か
せ
ま
し
ょ
う
！！

一
緒
一
緒
にに
子
ど
も

子
ど
も
のの
笑
顔
笑
顔
のの
花花
をを
咲咲
か
せ
ま
し
ょ
う

か
せ
ま
し
ょ
う
！！

一
緒
に
子
ど
も
の
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
！

愛

合

相

会

I
わたし

萩市母親クラブ連絡協議会
シンボルマーク


